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　藻類などの海洋生物素材は、含有成分や機
能の面で多くの可能性を持ち、香粧品などの素
材として期待されております。また、有名な美
白剤であるアルブチンやエラグ酸などは植物に
含まれていた成分であり、まだ知られていない
機能物質が天然に存在していることが考えら
れます。今回、沖縄沿岸の海藻や未利用の加
工残渣を対象に、酵素阻害作用や培養細胞等
を用いたメラニン生成抑制試験を行ったとこ
ろ、数種の海藻にメラニン生成抑制作用が確
認されました。

＜図＞

　機能評価の段階ですが、未利用の海藻や海
藻加工残渣を香商品などの素材としての利用
を考えております。

＜図＞

 1, タイトル 沖縄産海藻のメラニン抑制作用

 2, 出展者

1沖縄県工業技術センター 食品・化学研究班, 2産業技術総合研究所 健康維持機能物質開発研
究グループ
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 3, 研究概要と特徴

 4, 期待される応用分野

 5, 産学官連携キーワード 海藻、メラニン抑制作用

 6, その他

○関連した研究成果を下記、発表会・学会で報告しました。
　平成２１年度マリンバイオ産業創出事業　研究成果発表会
　　（平成２１年６月５日、パシフィックホテル沖縄）
　日本農芸化学会３支部（西日本、中四国、関西）、日本栄養食糧学会九州・沖縄支部、及び日本
食品科学工学会西日本支部の合同大会
　　（平成２１年１０月３１日（土）、琉球大学農学部）
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　泡盛の酒質は蒸留装置の構成や蒸留操作によっ
て大きく変化することが経験的に知られていますが、
これまで蒸留に関する研究の例は少なく、蒸留が酒
質に与える影響については未だ不明な点が多く残さ
れています。
　蒸留操作の指標となるアルコール蒸留曲線は、縦
軸をアルコール度数、横軸を蒸留時間とする右下が
りの曲線で、その挙動は蒸留装置の構成や蒸留時
の温度条件などで変化します。
　本研究では予め設定した蒸留曲線に沿って自動的
に蒸留を行うシステムを開発し、このシステムにおい
て種々の曲線による蒸留を行い酒質の変化について
調べました。

＜図＞

　開発した自動蒸留システムは、蒸留工程に携わる
作業者の負担軽減や、酒質向上のためのツールとし
て使えるのではないかと考えています。

＜図＞

 3, 研究概要と特徴

 4, 期待される応用分野

 5, 産学官連携キーワード 泡盛、酒質制御、古酒、職人技の定量化、自動制御、アルコール濃度の測定

 6, その他

研究の成果
①予め設定した目標度数の曲線に沿って
　　自動的に蒸留を行うことができました。
　　（右図参照）
②勾配の大きな蒸留曲線を用いた場合、
　　エステル類が多く華やか、或いは甘い
　　香りを持つまろやかな味の酒となりました。
　　蒸留曲線の勾配が小さい場合は、
　　4ビニルグアヤコール(4VG)を多く
　　含んでいたため、貯蔵に適した
　　原酒になる事が予想されました。

 1, タイトル 酒質制御システムに関する研究

 2, 出展者

沖縄県工業技術センター、沖縄オートメーション㈱

泉川達哉、金城　洋、比嘉賢一、玉村隆子（工技センター）、
宮里吉廣、又吉英進（沖縄オートメーション㈱）

（電話）　098-929-0111　　　　　（E-mail）　izumikwt@pref.okinawa.lg.jp

 

蒸留缶

ウマ

密度センサ

蒸留液

加熱蒸気

冷却塔

制御バルブ

自動蒸留システムの構成

0

20

40

60

80

100

0 20 40 60 80 100 120 140

アルコール濃度(%)

バルブ開度

目標度数

蒸留時間（分）

ア
ル

コ
ー
ル
濃
度

(%
)、

バ
ル
ブ
開
度

(%
)



沖縄産学官イノベーションフォーラム2009

予稿集原稿

 機関名

 研究者

 連絡先

　ポリ（(R) -3-ヒドロキシ酪酸）（PHB）は、自然
環境中で優れた生分解性を示すプラスチックで
す。PHBは、ある種の微生物が菌体内に蓄積
することから、発酵による工業的生産が注目さ
れています。しかし、菌体内から抽出された
PHBは、精製が難しく、不純物を含むため、成
形加工時の異臭が問題となっています。
　そのため、PHBの原料となる(R) -3-HBをバイ
オマスから微生物発酵により生産する研究が
盛んです。
　工業技術センターでは、発酵後の培養液から
(R) -3-HBを、効率的に、高純度に生産する技
術の研究開発に取り組んでいます。

＜図＞

(R) -3-HBは、生分解性プラスチック原料となり
ます。
また、私たちの体内にも微量ながら存在し、抗
生物質原料、研究用試薬、医療用輸液などの
用途が期待できる有用な物質です。

＜図＞

 3, 研究概要と特徴

 4, 期待される応用分野

 5, 産学官連携キーワード
ポリ（(R) -3-ヒドロキシ酪酸）、PHB、(R) -3-ヒドロキシ酪酸、(R)-3-HB、バイオマス、生分解性プラ
スチック

 6, その他

 1, タイトル エステル化による発酵(R) -3-ヒドロキシ酪酸（(R) -3-HB）の回収と精製

 2, 出展者

沖縄県工業技術センター　食品・化学研究班

照屋　正映

（電話）　098-929-0111　　　　　（E-mail）　teruyas@pref.okinawa.lg.jp

(R)-3-HBǶǤǵȅȅǮȉ

ɛɨɜɶӓǠȒǯ

ɎȢȨɜȷ

本研究が目指す技術

PHBș̸Ȓ

ⱨ

これまでの技術

PHB



沖縄産学官イノベーションフォーラム2009

予稿集原稿

 機関名

 研究者

 連絡先

　未利用バイオマス資源を発酵原料として、バイオプ
ラスチック原料などとして利用されている乳酸を生産
するために、アルカリ条件下でも良好に生育する乳
酸生産微生物を探索した。
　その結果、海洋由来など様々な分離源から、アルカ
リ条件で生育する微生物４９株を分離した。さらに、こ
れらのうち乳酸を生産した７株は、高純度のＬ-乳酸
を生産することが分かった。

＜図＞

　乳酸はバイオプラスチック原料や食品など広い分
野で利用されていることから、現在、廃棄物として処
理されている未利用バイオマス資源を乳酸の発酵原
料として活用することで処理費用を軽減するとともに
新産業の創出が期待できる。

＜図＞

 3, 研究概要と特徴

 4, 期待される応用分野

 5, 産学官連携キーワード 微生物、乳酸、アルカリ、バイオマス

 6, その他

 1, タイトル 好アルカリ性微生物による乳酸の生産

 2, 出展者

沖縄県工業技術センター　食品･化学研究班

世嘉良宏斗、常盤豊、市場俊雄
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3HBは生分解性プラスチックであるポリヒドロキシ酪
酸の単量体ですが、私たちの体に存在するケトン体
の一つでもありその働きは、心臓機能の増強や脳損
傷防止におけるエネルギー源となるなどの重要な役
目を持っています。また、工業的には抗生物質等の
有用な中間体でもあります。しかし、現在のところ化
学合成による生産は、たいへん困難で、かつ高価な
ため微生物による生産が期待されています。
そこで本研究では、ポリヒドロキシ酪酸生産菌である
アゾヒドロモナス・ラタの突然変異株を用いて、安価
な原料から3HBを生産するプロセスについて検討し、
糖蜜など安価な県内のバイオマスから効率よく3HBを
生産できる可能性を確認しました。

　アゾヒドロモナス・ラタの紫外線照射による突然変
異株を用いて、県内で安価に安定的に入手できる原
料である糖蜜を用いて、高価な化学品原料である
3HBを効果的に生産できる可能性があることを確認
しました。今後、糖蜜以外の県内バイオマス（廃デン
プン、蒸留粕など）を用いた3HB生産実験などを行
い、発酵プロセスによるバイオマスの効果的な利用
法について検討を行う予定です。

 3, 研究概要と特徴

 4, 期待される応用分野

 5, 産学官連携キーワード

　○食品副産物からの高付加価値製品の生産
　○製糖工程からの糖蜜の新たな利用
　○麩製造工程からの廃デンプンの利用
　○発酵技術の高度化

 6, その他

○関連した研究成果を学会で発表しました。
第６１回日本生物工学会大会
　（平成２１年９月２３日、名古屋大学東山キャンパス）
日本農芸化学会３支部（西日本、中四国、関西）、日本栄養食糧学会九州・沖縄支部、及び日本
食品科学工学会西日本支部の合同大会
　（平成２１年１０月３１日（土）、琉球大学農学部）

 1, タイトル 　Azohydromonas lata による安価な原料からの(R)-3HBの生産

 2, 出展者

　沖縄県工業技術センター

　ウグ　チャールズ　ウチェンナ、常盤　豊、市場　俊雄

　（電話）　098-929-0111　　　　　（E-mail）　ugutyaru@pref.okinawa.lg.jp
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沖縄県内では、本島や離島地域において様々
な性状の粘土が賦存しており、一部は窯業原
料として利用されている。これらの既知、未知
の原料を含め探索および基礎特性の測定を行
い、地域ごとのデータを取りまとめている。
平成１９年度において、県内の窯業原料の主
要産地である沖縄本島北部地域の試料採取と
分析を行った。沖縄本島北部地域試料の化学
組成、鉱物組成、呈色についての情報を提供
する。

＜図＞

焼物、セラミックの原料として利用可能な粘土
の情報を発信することで、産業振興につなげ
る。今まで粘土が産出していなかった地域の調
査を行い優良原料が発見されることで、観光土
産品等の焼物生産が可能となり地域おこしに
つながる。
石垣島の陶石や久米島の紫金鉱、沖縄本島
北部の耐火粘土等地域特性を有する窯業資
源が発見されている。
情報を収集し、新たな窯業資源の開発を目指
すものとする。

＜図＞

 3, 研究概要と特徴

 4, 期待される応用分野

 5, 産学官連携キーワード 粘土資源　、　土壌　、　セラミックス　、　窯業　、　焼物　、　無機物分析　、　共同研究

 6, その他 平成１９年度　沖縄県工業技術センター研究報告、第１０号、ｐ43-54（2008）

 1, タイトル 　沖縄本島北部地域で産出する粘土の諸特性について　（窯業原料調査 ）

 2, 出展者

　沖縄県工業技術センター　生産技術研究班

　中村　英二郎、赤嶺　公一、宮城　雄二、花城　可英、与座　範弘

　（電話）　098-929-0111　　　　　（E-mail）　nakmurej@pref.okinawa.lg.jp


